
 

香取市立小見川東小学校  学校運営協議会記録    
 

日  時 令和８年５月２６日（火）  ９：１５～１１：０５  

場  所 香取市立小見川東小学校   大会議室 

出 席 者 学校運営協議会委員：７名（A、B、C、D、E、F、G） 学校：校長、教頭、教務主任 

（一ノ関校長） 

授業参観後、本校の学校の様子、地域の方々への感謝、学校経営説明、人材育成、重点目標等 

〇 意見を求めた事項 

【 Ａ 】コンプライアンスに係る事項、不適切指導について定期的に指導を行っているのか。   

【校長】モラールアップ研修を行っている。綱紀粛正に係る不祥事防止だけではなく、教職員の心のケ

ア等に関することも実施している。 

【 Ａ 】チェックシート等あるか？ 

【校長】ある。事例研究を行い、２～３名の小グループで話し合って意見を交わす場面もある。 

【 Ｆ 】新採職員に向けて、学校職員によるサポートはどのように？ 

【校長】管理職や教務主任から、また経験豊富な教員からも（学級を隣にして）実務的な内容を指導す

るようにしている。また、指導教員や他の教員とも話しやすいように職員室の配置を工夫してい

る。さらに、校内初任者研修委員会を開催しており、長期・短期目標や精神面のケアについて話

し合っている。 

【 Ｇ 】授業を参観して、担任の明るい言葉がけがとてもよい。子どもの反応が大変よく、とても好感 

がもてる担任もいる。   

【校長】職員会議や打合せで学校経営について説明し、理解を得ている。目標申告にも反映させ、学校 

経営目標の実現に向けて取り組んでもらっている。 

【 Ｅ 】児童数の少なさ、少人数なりの難しさはあるのか。 

【校長】寂しいと感じることがあった。（香取郡市陸上大会での歓声等） そこで、今年度から部活動の

運動部も音楽部も、５・６年全員で活動し、大会や発表会にも全員で参加することにした。どち

らの部活動でも達成感を味わわせられる。 

【 Ｄ 】おじいさんのような立場で授業を参観した。どの学級も考えられている授業内容であった。ま 

た、休み時間は上級生下級生問わず、よく遊んでいるのか。 

【校長】晴れの日はみんなで遊んでいる。学年の隔たりがなく、仲良く遊ぶ姿が見られる。 

【 Ｂ 】授業が楽しそうだったので、「私も受けてみたい」と感じた先生もいた。   

【校長】着任式の話では、児童を引き寄せるような話術でクイズを出していた。また、たんぽぽ学級で

は、普段から考えさせることを意図して発問している。教員の力量の高さを感じた。 

【 Ｃ 】異動してきた職員と以前から所属している職員どうしの交流はあるのか？ 

【校長】様々な場面で交流している。放課後の職員室では対話がはずんでいる。 

【 Ｄ 】児童が少ないため、児童と教師の距離が近いと思うがどうか。 

【校長】教師は模範となる言葉を遣い、お互いになれなれしくならないように努めている。また、当然

のことではあるが、身体接触を避けるようにしている。個別での指導を要する場面でも、個室で

はやらないようにしている。（昨夏に資料室の曇りガラスを透明に変更） 



【 Ｇ 】児童数が３８名と少ないが、それに対応することは？  

【校長】１年生から、東小の子は少人数で育っているので、発言する機会や当番活動等をたくさん経験

できることが強み。少規模校だからこそスポットライトを浴びる児童が多く、どの児童も貴重な

機会を得ている。 

中学校入学前に他校との交流はない。仮に、今後、学校統合がある場合は、該当校の児童と順

応できるようにしていく。 

【 Ｆ 】自分の（中学１年の）子どもを見ていて、中学校への順応力・適応力があると感じている。 

【 Ｂ 】子ども同士の呼び方について。中学校では、以前呼び捨てで呼ばれることがあった。東小では、

「さん」付けを徹底しているのはなぜか。 

【教頭】ジェンダーフリーの考えから、男女差別なく呼ぶようにしている。〇〇君、□□ちゃんは避け

ている。また男女混合名簿である。授業外でも、呼び捨てや「ちゃん」付けをしないよう、教師

が気を付けている。 

【校長】ジェンダーの問題もあるが、基本的に「人を敬う『さん』付け」と解釈している。呼び方に制

限を設けないと、子どものうちは呼ばれて不愉快になるあだ名に発展していくことが予想され

る。そのため、本校では「人を敬う『さん』付け」を継続していく。 

 

〇その他 

 ・学校評価アンケートについて 

・報酬について 

 ・今後の予定  ２月１８日（木）第２回学校運営協議会・学校評価委員会 



 

 


